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業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 
当社は、平成29年５月２日開催の取締役会において、最近の業績動向を踏まえ、平成28年10月28日に公表

した業績予想及び配当予想について、下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 

 

１．平成 29年３月期連結累計期間の連結業績予想の修正（平成 28年４月１日～平成 29年３月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
 
百万円 

33,609 

百万円 

1,023 

百万円 

1,067 

百万円 

607 

円銭 

63.24 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 
 34,701 1,182 1,220 755 78.68 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 
 1,092 159 153 148  

増  減  率 （  ％  ） 
 3.2 15.5 14.3 24.4  

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成 2 8 年３月期） 
33,074 911 935 577 60.22 

 

 

２．平成 29年３月期連結累計期間の個別業績予想の修正（平成 28年４月１日～平成 29年３月 31日） 

 
売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
 
百万円 

14,317 

百万円 

461 

百万円 

324 

円銭 

33.76 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 
 15,330 509 364 37.93 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 
 1,013 48 40  

増  減  率 （  ％  ） 
 7.1 10.4 12.3  

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成 2 8 年３月期） 
14,703 350 244 25.50 

 

 

３．業績予想の修正の理由 

平成29年３月期の連結売上高は、主に移動体通信事業においては、２台目需要としてのタブレット

端末の販売強化やフィーチャーフォン（従来型の携帯端末）からスマートフォンへの買い替え促進を

実施しました。また、各ショップの来店客層に合わせた週末キャンペーンなどを行い、スマートフォ

ン、タブレット端末の販売と合わせて、スマートフォンカバー、アクセサリーなどの周辺商材、電気、

保険などのライフデザイン商材、ウォーターサーバー、食材などのリアル物販の販売を強化し、増収

となりました。 



   

損益面においては、移動体通信事業において、競合他社との価格競争に一服感が出ており、販売促

進費などが減少したこと、文具包装資材卸事業において、取扱商品の見直し、物流コストの削減を行

ったことなどから、前回の公表数値を上回る見込みとなりました。 

個別業績予想についても、上記と同様の理由により修正いたします。 

 

４．配当予想の修正について 

（１）配当予想修正の理由 

当社は、株主の皆様に対する利益還元と企業体質の強化を重要な経営政策の一つとして認識してお

り、財務体質の強化と今後の事業展開に備えるために内部留保を充実させるとともに、株主資本利益

率の向上を図りつつ、業績に応じた配当を行うことを基本方針としております。 

平成 29 年３月期の期末配当につきましては、上記基本方針のもと、業績の動向、財務体質等を総

合的に考慮し、直近の配当予想から１株当たり３円増配の 10円に修正することといたしました。 

 

（２）修正の内容 

 年間配当 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計 

前回予想 

（平成28年５月10日） 

円 銭 

―  

円 銭 

0.00  

円 銭 

―  

円 銭 

7.00  

円 銭 

7.00  

今回修正予想 ―   ―  10.00  10.00  

当期実績 ―  0.00  ―    

前期実績 

（平成 28年３月期） 
―  0.00  ―  7.00  7.00  

 

※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 以上 


